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表
紙

五
月
九
日
印
駅
前
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
、
春
の
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

…駁溌離蝋耀患縦心働
需
秘
き
ま
り
を
守
り
氏
騨
識
い
Ⅷ
ま
ち
を

設

晶

ｒ

韻

、

、

、

、

〃

叩

Ｈ

叩

、

、

誤

ｍ

ｕ

Ｊ

、

“

韻
、
坤
門
、
韻
、
韻
叩
誠
つ
卵
矧
州
切
斗
諜

晋
貼
八
に
串
串
誤
貼
弱
串
串
串
貼

津

“

季

嘩

、

職

ぃ

溌

｝

《

鴫

、

戦

／

“

、

《

一

一

灘

罹

一ゞ
元気で働き、豊かなまちをっく〃ゾましょ《７

市
民
憲
章

一
輪
車
で
パ
レ
ー
ド

舂
の
交
通
安
全
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

闘
瀞

態
一垂

冠

騨議
＃”
よ 蟻

主蕊

舞子
蕊

識
鐸

轌
騨
鑑
譲

画編集・発行／高萩市役所市長公室査(0293)23 2111

か
れ
、
歌
手
の
志
摩
幸

子
さ
ん
、
遠
藤
太
郎
く

ん
（
東
小
六
年
）
、
舟
生

卓
司
く
ん
（
高
小
六
年
）

の
三
人
が
一
日
警
察
署

長
に
任
命
さ
れ
、
寺
田

敏
雄
高
萩
警
察
署
長
、

鈴
木
藤
太
市
長
と
と
も

に
、
ジ
ー
プ
に
乗
っ
て

市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
、

各
小
学
校
の
交
通
少
年

団
や
高
萩
中
学
校
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
、
交
通
安

全
母
の
会
な
ど
関
係
者

約
五
百
人
が
参
加
し
て
、

道
行
く
人
に
風
船
な
ど

２
…
…
…
秋
山
小
学
校
交
通
安
全
教
室
、
市
民
憲

章
、
表
紙
説
明
ほ
か

３
．
、
…
・
…
輝
く
春
の
叙
勲
、
同
仁
会
乳
児
院
に
御

か
し
さ
ん

下
賜
金
、
市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

４
～
５
…
第
十
三
回
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
、
ウ

イ
ッ
キ
ー
さ
ん
の
講
演
会
、
中
国
か
ら

研
修
生
が
入
学

６
～
７
…
高
萩
焼
作
陶
展
、
全
国
大
会
へ
出
場
決

ま
る
高
萩
武
徳
殿
少
年
剣
士
隊
、
私
の

ア
イ
デ
ア
料
理
、
私
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

②
ほ
か

も
く
じー

８
～
９
…
市
民
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大

会
、
高
萩
市
民
吹
奏
楽
団
、
あ
ざ
や
か

な
竹
色
の
梅
ご
ぜ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
で
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
ほ
か

、
～
Ⅱ
…
お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す
、
冑
集
団

検
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
、

文
化
会
館
も
よ
お
し
も
の
、
高
萩
の
昔

話
と
民
俗
ほ
か

岨
～
田
…
新
た
な
水
源
を
求
め
第
一
次
拡
張
事

業
、
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
、
児
童

手
当
、
特
例
給
付
の
現
況
届
を
、
国
民

年
金
ほ
か

４

…
…
…
日
曜
当
番
医
、
善
意
の
窓
、
絵
と
文
、

１

人
口
と
世
帯
ほ
かを

渡
し
な
が
ら
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
〔

ま
た
、
秋
山
小
学
校
か

ら
は
、
一
輪
車
に
乗
っ

た
二
十
二
人
が
参
加
、

沿
道
に
つ
め
か
け
た
た

く
さ
ん
の
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
、
盛
ん
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
白
バ
イ

隊
の
ト
ラ
イ
ア
ル
や
交

通
安
全
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

志
摩
幸
子
シ
ョ
ー
、
平

和
太
郎
の
腹
話
術
と
マ

ジ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

▲
み
ご
と
な

白
バ
イ
隊
の
ト
ラ
イ
ア
ル

（
）

▲

止は まつくﾞ事然と付ん
まい すなこ故にがけと
つ、 ･がとを交 、る身
て

り に防通未こに

交通事故を防ごう

秋山小学校交通安全教室

岸を

四
月
一
千
八
日
㈹
秋
山
小
学
校
で
、

故
山
今
年
入
学
し
た
一
年
生
一
六
五
人
の
児

罎
拠
童
と
、
そ
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
し
た

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交

教
室
に
先
だ
ち
、
高
萩
警
察
署
交
通

課
の
野
間
巡
査
部
長
か
ら
「
朝
の
通
学
時
に
は
、
大

き
い
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
集
団
登
校
を
し
て
い
る
の

で
、
あ
ま
り
事
故
は
起
き
ま
せ
ん
が
、
夕
方
や
休
み

の
日
に
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
が
た
に
は
、
一
年
生
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
お
子
さ
ん
を
一
人
だ
け
で
道
路
を

歩
か
せ
た
り
、
道
路
で
の
自
転
車
乗
り
を
さ
せ
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
〃
子
ど
も
と
お
年
寄

り
は
動
く
赤
信
号
で
す
。
〃
」
な
ど
の
注
意
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
あ
と
、
校
庭
に
信
号
機
や
横
断
歩
道
な
ど
を

設
置
し
た
交
差
点
で
、
道
路
横
断
の
練
習
や
正
し
い

自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
を
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
勉
強
し
ま
し
た
。
正
し
い
交
通
安
全
教
育
を
き
ち

－テレフォンサービス「市政案内」は 23－1151 ． 1152です－ Z



郡
金

に
し
賜

暇
か
下

削
、
御

今
云仁同

五
月
八
日
㈹
社
会
福
祉
法
人
同
仁

会
（
遠
藤
光
静
理
事
長
）
の
経
営
す
る

同
仁
会
乳
児
院
（
秋
山
）
に
、
天
皇
陛

二
か
し
き
ん

下
の
御
下
賜
金
が
竹
内
知
事
か
ら
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
知
事
室
で
行
わ
れ
、
竹

Ｉ 輝く

､

｜
§

’

1
《

：
､
､
§
､
ミ

春の叙勲
密

おめでとうございます
黒尾良さん

勲六等単光旭日章

元
高
萩
市
消
防
団
副
団
長
の
黒
尾
良
さ

ん
㈱
ｌ
春
日
町
一
ノ
六
は
、
永
年
に
わ

た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

黒
尾
さ
ん
は
、
昭
和
十
五
年
か
ら
四

十
有
余
年
間
、
消
防
団
活
動
に
貢
献
し
、

郷
土
を
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
消

防
団
員
の
指
導
育
成
に
あ
た
り
、
当
市

の
消
防
発
展
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
四
十
九
年
に
副
団
長
に
就
任
し
、

以
来
、
消
防
組
織
・
施
設
の
整
備
強
化

に
努
め
、
防
火
思
想
の
普
及
な
ど
に
も

献
身
的
な
努
力
を
払
わ
れ
、
社
会
的
に

も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

内
副
知
事
が
遠
藤
理
事
長
に
、
こ
の
御

下
賜
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
仁
会
乳
児
院
は
、
昭
和
二
十
五
年

に
創
設
さ
れ
た
日
立
乳
児
院
が
そ
の
前

身
で
、
昭
和
五
十
一
年
に
名
称
を
同
仁

会
乳
児
院
と
改
め
、
現
在
の
秋
山
地
内

に
移
転
し
、
二
十
四
名
の
定
員
で
運
営

し
て
お
り
、
現
在
、
０
歳
か
ら
二
歳
ま
で

の
乳
児
二
十
二
人
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
理
事
長
は
、
「
御
下
賜
金
を
い

た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
施
設
内
に
記
念
植
樹
を

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
機

に
初
心
に
帰
り
、
職
員
と
と
も
に
よ
り

一
層
頑
張
り
ま
す
四
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

ｰ

～
昭
和
六
十
一
年
度
交
通
白
書
か
ら
～

高
萩
警
察
署
管
内
〈
高
萩
市
・
北
茨
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
曜
日

城
市
・
十
王
町
）
の
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
火
曜
日
に
事
故
が
多
発
す
る
傾
向

の
交
通
白
書
を
み
る
と
、
交
通
事
故
発
に
あ
り
、
晴
天
の
日
が
五
九
・
八
八
％
と

生
状
況
は
、
な
っ
て
い
ま
す
。

○
発
生
件
数
（
人
身
事
故
）
三
一
四
件
さ
ら
に
、
こ
れ
を
高
萩
市
内
の
交
通

○
死
者
数
九
人
事
故
に
限
っ
て
み
て
み
る
と

○
負
傷
者
数
四
二
一
人
○
発
生
件
数
（
人
身
事
故
）
一
○
九
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
故
の
原
因
○
死
者
数
五
人

別
上
位
の
ベ
ス
ト
五
は
、
○
負
傷
者
数
一
四
六
人

①
前
方
不
注
視
違
反
二
○
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
安
全
不
確
認
違
反
五
九
件
月
別
発
生
状
況
は
、
九
月
（
十
四
住
、

③
安
全
速
度
違
反
三
一
件
十
二
月
二
七
件
）
が
多
く
、
時
間
別

④
一
時
不
停
止
違
反
一
七
件
発
生
状
況
で
は
、
十
六
時
か
ら
十
八
時

⑤
左
折
違
反
一
四
件
（
二
○
件
）
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

で
、
合
計
二
三
一
件
、
全
体
の
七
三
．
す
。

六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
と
車
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

事
故
の
多
い
場
所
と
し
て
は
、
六
号
一
九
件
二
七
・
四
％
）
を
占
め
て
お

国
道
の
直
線
、
市
内
の
道
路
で
は
交
差
り
、
そ
の
内
訳
は
、
園
児
三
件
、
小
学

道路別発生状況(管内）

国道6号

県 道

市町道

｜ その他

１
１
１
４

１
１
１
１

８
０
１
５

１
８
１

１

１

％
％
％
％

６
５
３
６

７
５
５
１

３
２
３

市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

場所別発生状況(管内）

交差点

ｶーブ 52付

直 線

」その他

1 29件 41.19

166％’
1 28件40．89

5件 1，59

曜日別発生状況(管内）

学
702 3 4 30 40 50 60

1 1 1 1 1 1 1
1

"'!、
’2名
｣

1塩1

12名
」

1名

背． .

火
一
水

圭堪
稚

１
２

「
一
一
一
鋤

天候別発生状況(管内）

L ■ 『 F

律蝋舎馳需 箇,ﾙﾙ
32件

10.19％

生
六
件
、
中
学
生
三
件
、
高
校
生
四
件
、

一
般
三
件
で
、
子
ど
も
の
事
故
が
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
原
因
は
、
飛
び
出
し
、
自
転
車

乗
車
中
、
横
断
中
な
ど
が
多
く
、
い
ず

れ
も
交
通
安
全
教
育
を
し
っ
か
り
身
に

付
け
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
事

故
で
す
。

も
う
一
度
ご
家
庭
で
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
お
子
さ
ん
た
ち
と
話
し
合
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

類型別発生状況(市内）
月別発生状況(市内）

色 ､卸: 噂 ,観『

月 1 2 3 4 5 6 7 8 ＊94， 10 11職計

件数 7 5 7 4 12 10 11 7 14 10 5 17 109 畷

時間別発生状況(市内） 1 1内は死者数

＝＋
pi

型
～
型

５

’

９

２
４
～
１
１
皿～皿
咽
～
昭
一
刈
一
卿
詑

釦
～
配

８

昭
～
加

皿

２
～
４
’
１

６
～
８

４
～
６

０
２
～
１
１
、～岨
皿
～
蝿
一
Ｆ

、
妬

０
～
２
’
１ ６

２
４

１

９

９

８
～
、
賄
叩
岨

６
～
８
吃
哩

４
～
６

時間

件数

傷者数

叩
一
⑤
恥1 1 2 '81 9

3
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▲歓迎のあいさつをする鈴木市長 ▲すばらしい琴の音色をきいて挑戦
いちごいち え

▲一期一会の心を求めて

里9人の留学生が民泊

高口萩|へ
五

つ そ
｝
）

"13回高萩国際交流の集い
（
）

五
月
三
日
㈲
か
ら
五
日
㈹
の
二

泊
三
日
の
日
程
で
、
第
十
三
回
高

萩
国
際
交
流
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、

今
年
は
十
四
か
国
か
ら
四
十
九
人

の
留
学
生
が
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
の
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
は
、

毎
年
、
市
内
の
各
家
庭
に
外
国
人

留
学
生
が
民
泊
し
て
、
日
常
生
活

の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
国
際
感

覚
を
養
い
、
留
学
生
の
日
本
文
化

や
郷
土
芸
能
に
対
す
る
認
識
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
昨
年
ま
で
の
参
加

者
の
延
べ
人
数
は
、
世
界
各
国
か

ら
四
十
六
か
国
五
百
十
人
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
最
初

に
赤
浜
の
畳
工
芸
美
術
館
を
見
学

し
た
後
、
上
手
綱
の
穂
積
家
を
訪

れ
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
庭
園
を
眺

め
な
が
ら
、
は
じ
め
て
見
る
お
茶

会
や
美
し
い
琴
の
調
べ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
留
学
生
の
み
な
さ

ん
も
琴
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
あ
ち

こ
ち
で
市
民
の
み
な
さ
ん
と
ふ
れ

あ
う
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
心
苑
で
民
泊
家
庭

の
み
な
さ
ん
と
の
出
会
い
の
会
や

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
に
臨
み
、
留
学
生

タ
イ
ム
や
安
良
川
の
お
は
や
し
、

流
し
踊
り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム

な
ど
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

軍1 1面' 111画IⅡ1軍lⅡ1瀦lⅡI竃lⅡ1竃1 11 1]甑Ⅱ1Ⅱ軍l ll I西Ⅱ1 1塚I l l l■1 Ⅱ■I I l竃1 11 1■1 11 1軍l l ll甜l Il l竃l l lFl l甑l l ll軍Ⅱ1 1邸

■
竃

翫
軍

川

英
会
話
上
達
の
秘
決
》

琢廟Ⅱ廟

頭
■

庫
画

“
ｌ
ウ
イ
ッ
キ
ー
さ
ん
の
講
演
会
Ｉ
．

■
■

五
月
三
日
日
回
目
は
、
字
幕
を
み
な
い
、
三
回
目
は
心

竃

側
文
化
会
館
で
、
ズ
ー

Ⅱ

軍
廟
Ⅱ

岬
ム
イ
ン
朝
／
，
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
英
会
話
で
会
話
の
多
い
と
こ
ろ
で
目
を
つ
ぶ
る
の
㈱

Ⅱ

厩
旧

酬
お
な
じ
み
の
「
ウ
イ
ッ
キ
ー
さ
ん
の
講
で
す
…
。
：
。
ま
た
、
英
語
の
ま
ん
が
も
馴

岬
演
会
」
が
、
約
三
百
人
の
市
民
の
み
な
い
い
で
す
よ
。
私
は
、
〃
サ
ザ
エ
さ
ん
″
塚

面
幅

師
さ
ん
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

の
ま
ん
が
で
、
日
本
語
や
日
本
の
生
活
別

Ⅲ
Ⅲ
塚
率

こ
れ
は
、
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
実
習
慣
を
勉
強
し
ま
し
た
。
鰯

窃

順
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
か
ら
、
朝
起
き
た
と
き
に
身
の
岬

率
琢

酬
会
場
で
も
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
英
会
話
が
飛
回
り
の
も
の
を
英
語
で
思
い
出
す
。
タ
州Ⅱ

牝
ぴ
出
す
な
ど
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
繰
ン
ス
や
時
計
な
ど
に
ス
ペ
ル
を
害
い
て
弛

晦
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

は
っ
て
お
き
、
寝
る
前
に
頭
に
入
れ
て
胤

琢
軍

Ⅲ
「
み
な
さ
ん
毎
朝
思
い
出
す
。
そ
う
や
っ
て
身
の
回
刎

ウ
イ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
、

塩

Ⅱ

肥
が
英
会
話
を
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
っ
り
の
も
の
か
ら
覚
え
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
順

四
■

剛
た
ら
二
つ
の
心
構
え
が
必
要
で
す
。
一
の
英
会
話
を
見
て
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
蔵

軍
啄

州
つ
は
、
外
国
人
に
興
味
を
持
つ
こ
と
、

と
英
会
話
上
達
の
秘
決
を
こ
う
話
し
て
帥

Ⅱ

幅
も
う
一
つ
は
、
人
に
笑
わ
れ
て
も
負
け
い
ま
し
た
。
璽

琢
■

副
な
い
努
力
、
強
い
心
を
持
つ
こ
と
が
必
璽
川

率
■

丑
一
目
｜
｜
昌
一
更
三
貝
一
三
目
三
一
目
一
三
田
二
蘭
三
笛
三
一
国
三
貝
三
関
三
苗
一
頁
｜
三
田
一
三
員
三
一
国
一
三
貝
一
一
三
更
三
一
園
三
一
員
三
国
一
一
三
田
一
三
更
一
三
更
三
一
一
因
一
三
田
三
因
三
園
三
豆
二
三
員
二
三
員
一
。
■
二
三
」
て
【
三
一
厘
全
二
二
壺
面
弓
罠
再
全
二
三
睡
嘩
二
写
匪
ヨ
三
三
匹
【
三
二
匹
全
三
匹
。
』
三
二
唾
■
『
一
一
睡
皇
二
二
畦
些
二
三
亜
【
三
一
睡
全
二
三
睡
凸
三
二
唾
■
三
二
唾
三
三
二
は
『
二
三
睡
延
三
一
亜
■
三
三
一
睡
全
二
二
『
詞
三
二
瞳
空
一
二
宅
’
二
一
写
睡
【
三
一
字

（
》

要
で
す
凶
錫
軍

「
英
語
は
難
し
い
と
よ
く
み
な
さ
ん
即

て
い
い
ま
す
。
文
法
や
読
み
書
き
は
難
し
恥

し出
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
英
会
話
は
楽
し
旧

和
い
も
の
で
す
よ
。
自
動
車
に
た
と
え
れ
Ⅷ軍川

託
ぱ
、
文
法
や
読
み
害
き
は
構
造
、
英
会
岬

二
一
口

軍

霊
話
は
運
転
で
す
。
英
会
話
は
車
を
運
転
回茸

小
し
て
ド
ラ
イ
ブ
す
る
よ
う
な
楽
し
い
も
州

、
一打
の
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
覚
え
る
方
法
順

オ

西

兎
に
映
画
が
あ
り
ま
す
。
現
代
語
を
使
う
副

▲
字
幕
付
き
の
映
画
を
間
隔
を
お
い
て
三
札

回
以
上
み
る
の
で
す
。
一
回
目
は
字
幕
心

を
み
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を
覚
え
、
二
Ｊ

』
■



▲ひょっとこ、おかめも飛び出す

I
国“

鍵瀞

誇
弾

＃

影
印
〃

灘

▲流し踊りの大きな輪ができて▲留学生タイムに歌を披露

「
ま
え
か
ら
、
国
際
交
流
の
集

い
を
や
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
じ
め
て
思

い
切
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と

接
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
主
人

が
い
う
も
の
で
す
か
ら
…
…
。

食
事
に
な
に
を
作
ろ
う
か
苦
労

し
ま
し
た
が
、
一
緒
に
〃
い
な
り

寿
し
″
を
作
っ
た
り
、
う
な
ぎ
を

食
べ
て
み
た
い
と
い
う
の
で
食
べ

さ
せ
て
み
ま
し
た
。

ま
た
、
は
じ
め
て
着
物
を
着
て

外
国
の
人
と
お
友
だ
ち
に
な
れ

と
て
も
い
い
で
す
ね

「
国
際
交
流
の
集
い
に
参
加
す

る
の
は
、
今
年
が
四
回
目
で
す
。

主
人
が
学
生
の
こ
ろ
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
て
い
た
せ
い
か
、
最

初
か
ら
毎
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
が
来
て
い
ま
す
四
と
裕
子
夫
人

「
私
も
外
国
に
出
か
け
る
こ
と

が
多
く
、
学
生
の
時
な
ど
海
外
の

人
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
恩
返
し
の
つ
も
り
で
参
加
し

て
い
ま
す
。
留
学
生
も
東
京
の
ア

パ
ー
ト
や
下
宿
で
生
活
し
て
い
る

の
で
、
東
京
で
で
き
な
い
よ
う
な

集
い
を
き
っ
か
け
に

そ
の
後
の
交
流
が
大
切

二
人
と
も
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た

よ
唖
と
葉
子
夫
人

「
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ン
さ
ん
は
、
四
月
に
日
本
に
来
た

ば
か
り
で
、
日
本
語
は
だ
め
で
し

た
が
、
台
湾
の
チ
ョ
ウ
さ
ん
が
と

て
も
上
手
で
し
た
の
で
、
通
訳

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
連
休
に

ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
こ
ん
で
い
る
し

外
国
に
行
っ
た
つ
も
り
で
、
外
国

の
人
と
お
友
だ
ち
に
な
れ
る
、
こ

ん
な
い
い
こ
と
は
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
哩
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と

か
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。
あ
ま
り
、

過
剰
サ
ー
ビ
ス
は
よ
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
む
し
ろ
国
際
交
流
の
集

い
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
そ
の
後

の
交
流
の
ほ
う
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
東
京
に
行
っ
た
と
き
に
連

絡
し
た
り
、
夏
休
み
に
く
る
よ
う

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん

の
軽
い
気
持
ち
で
、
長
く
付
き
あ

う
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
四
と
皆
川

武
久
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ー

越智忠三

さん一家
（下手綱）

皆川武久

さん一家
(高 戸）

▲キン・エイシユンさん(左:大韓民国)とリチャード・マックレーン

さん(右:オーストラリア)と談笑する皆川武久夫妻

▲右からチョウ・ビレイさん(台湾)、ナスマン・クリス ▲大喜びの

テイーンさん(アメリカ)と越智忠三さん一家 二人

中国から研修生が入学

茨城県洋裁高等職業訓練校
五
月
十
三
日
伽
有
明
町
の
茨
城
県
洋
裁
高
等
職
業
訓

練
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
中
国
か
ら
の
研
修
生
な
ど
十

一
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
国
の
洋
裁
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
日
本
国
内
に
は
じ
め
て
研
修
生
が
派
遣
さ
れ
た
も

の
で
す
。

研
修
生
は
、
中
国
の
西
北
部
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
間

ら
入
し
唖
う

点
に
あ
る
藺
洲
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
た
十
八
歳
か
ら
十

九
歳
の
女
性
と
通
訳
、
責
任
者
の
み
な
さ
ん
で
、
二
年
間

市
内
で
洋
裁
の
勉
強
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
親

元
を
離
れ
て
、
高
萩
で
生
活
す
る
研
修
生
の
み
な
さ
ん
は
、

生
活
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
す

べ
て
が
は
じ
め
て
の
事
ば
か
り
で
す
。
海
も
は
じ
め
て
み

た
と
の
こ
と
で
す
。

仕
事
を
覚
え
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
で
す
が
、
環
境
に

慣
れ
る
こ
と
が
も
っ
と
大
変
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、

何
か
機
会
が
あ
れ
ば
力
づ
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

高
萩
市
で
は
、
毎
年
、
国
際
交
流
の
集
い
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
研
修
生
の
派
遣
を
機
会
に
、
日
中
友
好

の
基
盤
づ
く
り
に
も
大
き
な
役
割
り
を
果
た
す
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
５

(有明町）
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会全
四
月
国
少
が
行

＊ 、

妙 野

1
鰹欺

高萩の風土から生まれた

"高萩焼作陶展”
鍵議

4月24日(金)から29日(水)までの6日間，
しよう う

日立伊勢甚で“高萩焼下山田昌右作

陶展”が開かれ， たくさんの人でにぎわ

いをみせ，約300点ほど出展された会場

には，高萩の野山の花が色どりを添えて

いました。

下山田さん（上手綱）は，茨城工芸会

会員で， 日本新工芸展8回・ 日展7回入

選，光風展工芸賞などを受賞，現在活躍

中の女流陶芸家です。京都や唐津で陶芸

の修業を続け，昭和57年に帰郷, ．その後

高萩の土などを使った高萩焼に取り組み

高萩の風土の中から産まれ育った数多く

の作品を作り出しています。

5月3日旧）栃

回北関東中学校選

球大会が開催され

校が出場するなか

中学校女子チーム

みごとベストエイ

トに進出しました

高萩中 し

女子チーム

のみなさん
（
》

軸のアイデア料理…－一一一 一一一
一

1
＜材料＞

。とりのむね肉 2009

●ピーマン 、 、 8個

・酒 大さじ4

・サラダ油 大さじ1％

・こしょう 少々

｜綱峠“・塩 少々

・しょう油 大さじ2 ’

●トマト 1個

く作り方＞

①なべに， とり肉と酒を入れて強火にか

ける。こげないように， ときどき肉を

裏がえす。肉に火が通ったらさいてお

<｡

②フライパンを熱して油を入れ， たんざ

く切りにしたピーマンを強火で妙める･

火が通ったら， とり肉を加え調味料を

加えて味を整える。

ピーマンととり肉の妙めもの

食生活改善推進員

関根美代子さん

（島名）

「これからピーマンやトマトは

季節のものだし， とり肉もさっぱ

りしておいしいですよ。栄養のバ

ランスもいいし,簡単に作れます。

うちの孫たちも大変喜んで食べて

くれるので， お弁当などに入れて

あげることもありますね凶

鏡

ﾄﾞ麓

!｜

Ii

li

I 3トマトを添えて盛り付ける。
ー

｢■
Lt』



秘とボランティア

。いに」

よ
し
こ
“
》
や
鴎
恥
．

綿
引
芳
子
さ
ん
、

秘

（
高
浜
町
）

本
に
親
し
む
こ
と
が
大
切

「
私
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
本
を

読
む
こ
と
が
と
て
も
大
好
き
だ
っ
た
の

で
、
お
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
、
読
み
間

か
せ
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
し
た
。
目
の

不
自
由
な
か
た
に
、
毎
月
市
報
を
読
み
、

そ
の
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
で
毎
月
第
四
土
曜
日

の
午
後
二
時
半
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を

相
手
に
紙
芝
居
や
童
話
を
読
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
孫
が
一
人
し
か
い
な
い
の

で
、
た
く
さ
ん
の
孫
が
一
度
に
で
き
た

よ
う
な
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
い

つ
も
読
ん
で
い
ま
す
哩
と
い
う
綿
引
さ

ん
は
、
現
在
、
ご
主
人
と
二
人
暮
ら
し
。

「
目
の
不
自
由
な
か
た
か
ら
、
毎
月

ち
ゃ
ん
と
聴
い
て
い
る
の
で
、
み
な
さ

ん
よ
り
も
市
報
の
内
容
に
つ
い
て
、
よ

く
知
っ
て
い
ま
す
よ
。
な
ど
と
い
う
こ

と
を
伝
え
聞
く
と
、
と
て
も
う
れ
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
年
の
一
月
に
、
私
は
は
じ
め
て
市

報
の
テ
ー
プ
の
吹
き
込
み
を
し
ま
し
た

が
、
グ
ル
ー
プ
の
人
が
囲
り
で
聞
い
て

い
て
注
意
を
し
て
く
れ
ま
す
。
間
違
え

②

⑧
慧卦

〃

油

嘩

蕊

．

⑪

●

詳

州

砂

珂

↑

潔
据
盗
卜
弧
Ｉ

て
巻
き
も
ど
し
た
り
し
な
が
ら
吹
き
込

み
ま
す
が
、
気
持
ち
の
い
い
か
た
ば
か

り
な
の
で
、
と
て
も
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
凶
と
綿
引
さ
ん
。

「
私
の
好
き
な
事
だ
し
、
水
を
得
た

魚
の
よ
う
に
、
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。

都
合
が
悪
く
て
、
で
ら
れ
な
い
時
な
ど

と
て
も
残
念
で
す
。

ま
た
、
立
派
な
図
書
館
が
あ
る
の
で

す
か
ら
、
み
な
さ
ん
も
も
っ
と
利
用
し

て
欲
し
い
で
す
ね
。
童
話
や
絵
本
、
紙

芝
居
な
ど
、
情
操
教
育
に
と
て
も
よ
い

で
す
し
、
子
ど
も
さ
ん
が
本
に
親
し
む

こ
と
は
大
切
で
す
よ
。
お
母
さ
ん
が
、

本
を
読
ん
で
あ
げ
て
本
に
慣
れ
さ
せ
て

欲
し
い
で
す
ね
。
私
た
ち
の
活
動
は
小

さ
い
も
の
で
す
が
、
各
家
庭
で
実
行
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
大
き
な
輪
の
広
が
り

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
Ｊ

「
う
ち
の
子
ど
も
た
ち
も
、
私
の
影

響
を
受
け
た
の
か
ど
雷
フ
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
出
版
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る

ん
で
す
よ
。
少
し
で
も
、
地
域
の
か
た

が
た
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
し
た
ら
、

こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
四
と

綿
引
さ
ん
は
、
元
気
い
つ
ぱ
い
に
こ
う

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
に
な
っ
て
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

壷
二
三
’
一
二
一
一
内
線
三
五
四

ー

森
林
火
災
を
防
ぎ

消
防
本
部
か
ら
表
彰

駅
前
で
交
通
安
全
呼
び
か
け

五
月
十
一
日
㈲
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
は
じ
ま
っ
た
こ
の
日
、
駅
前

で
熊
坂
助
役
を
は
じ
め
関
係
者
約
三
十

人
が
参
加
し
て
、
通
勤
通
学
の
み
な
さ

ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

昨
年
の
五
月
一
日
と
、
今
年
の
四
月

十
八
日
に
、
安
良
川
神
宮
司
地
内
で
発
生

し
た
火
事
を
早
期
発
見
、
初
期
消
火
、

通
報
な
ど
、
冷
静
沈
着
な
行
動
を
と
り

原
野
火
災
か
ら
森
林
火
災
へ
の
延
焼
を

さ
わ
や
ふ
み
こ

未
然
に
防
い
だ
と
し
て
、
澤
谷
富
美
子

さ
ん
（
安
良
川
）
が
、
高
萩
市
・
十
王

町
事
務
組
合
消
防
本
部
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

向
洋
台
団
地
で

自
転
車
教
室

五
月
十
六
日
㈹
向
洋
台
団
地
で
、

約
百
人
の
団
地
の
み
な
さ
ん
と
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
、
自
転
車
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。

マ．

▲表彰された澤谷さん(中央）

家
庭
婦
人
の
部

シ
ン
グ
ル
ス

ダ
ブ
ル
ス

伊
右
、
岩
間
く
ん
言
萩
中
）
、
左
、
鈴
木
さ
ん
（
松
岡
中
）
”
〃

第2回高萩市中学生卓球大会

兼第5回家庭婦人卓球大会轡
女
子
ダ
ブ
ル
ス

田
刀
子
ダ
ブ
ル
ス

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 五

月
十
日
⑧
市
民

体
育
館
で
、
百
六
人
が

参
加
し
て
、
第
二
回
高

萩
市
中
学
生
卓
球
大
会

兼
第
五
回
家
庭
婦
人
卓

球
大
会
が
開
催
さ
れ
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。

成
績
優
勝
者
（
敬
称
略
）

中
学
生
の
部

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

岩
間
（
高
萩
中
）

ル
ス
鈴
木
（
松
岡
中
）

ス
豊
田
・
市
口
組

（
松
岡
中
）

ス
小
室
・
鎌
田
組

（
高
萩
中
）

杉
本
鈴
木
・
杉
本
組



子どもから

お年寄りまて．

楽しめるスポーツ
蕊

蕊
蕊
調
鶴
蕊
蕊
識
鍛
蕊
灘
繩
鎌
溌溌

誕患域
§蕊

爵

五
月
四
日
㈲
振
替
休
日
の

こ
の
日
、
高
萩
大
心
苑
で
、
は

じ
め
て
の
市
民
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
家
族

連
れ
な
ど
六
十
五
人
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
優
勝
者
（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部
菊
池
純
一

中
学
生
の
部
鈴
木
仁

一
般
男
子
の
部
鳴
田
勉

一
般
女
子
の
部
岩
間
比
呂
子

高
齢
者
の
部
所
貞
之
介

家
族
の
部
小
室
公
平

フ
ァ
ミ
リ
ー

市
民
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
イ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会

一
）

こ
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
と
は
、
ボ
ー
ル
の
代
わ

り
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
円
盤
Ｉ

デ
ィ
ス
ク
（
通
称
フ
リ
ス
ビ
ー
）

を
使
い
、
ル
ー
ル
、
進
行
は
ゴ

ル
フ
と
同
じ
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
型
の
ゴ
ー
ル
に
カ
ッ
プ
イ
ン

す
る
ま
で
の
投
数
を
競
う
も
の

で
、
安
全
で
し
か
も
手
軽
に
で

き
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
フ
リ
ス
ビ
ー
を
投

げ
あ
い
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
あ
な
た
も
、
家
族
そ
ろ
っ

て
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

家
族
そ
ろ
っ
て

デ
イ
ス
ク
ゴ
ル
フ
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

デ
ィ
ス
ク

ｑ
（
通
称
フ
リ
ス
ビ
ー
）

高
萩
市
民
吹
奏
楽
団
（
代
表
、
倉
持
憲

一
朗
）
の
第
一
回
定
期
演
奏
会
が
、
六

月
十
四
日
⑧
午
後
二
時
か
ら
文
化
会
館

で
開
か
れ
ま
す
。
（
入
場
は
無
料
で
す
。
）

現
在
、
高
萩
市
民
吹
奏
楽
団
に
は
、

約
三
十
五
人
の
団
員
が
い
て
、
毎
週
火

・
土
曜
日
の
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で

日
本
加
工
製
紙
㈱
の
武
道
場
で
練
習
を

続
け
て
い
ま
す
。

（
）

ブランクを乗り越え

猛練習中.／

高萩市民吹奏楽団

第一回定期演奏会

楽
し
み
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
凶

「
な
か
な
か
練
習
す
る
場
所
が
な
く

市
内
を
転
々
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
の
三
月
に
、
日
本
加
工
製
紙
㈱
の
ご

厚
意
に
よ
っ
て
、
こ
の
武
道
場
を
お
借

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
期
演
奏
会
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
そ
ろ
っ
て
お
こ
し
く
だ
さ
い
哩
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
定
期
演
奏
会
を
目
前
に

控
え
て
、
練
習
す
る
み
な
さ
ん
の
姿
に

も
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
内

の
若
い
音
楽
家
た
ち
の
、
元
気
の
よ
い

芽
が
い
ま
、
ま
さ
に
育
と
濯
つ
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

※
高
萩
市
民
吹
奏
楽
団
で
は
、
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
、
大
高
達
也
大
和
町
二
’

九
八
壷
二
二
’
三
○
四
八
ま
で

▲熱気あふれる練習風景

事
務
局
の
大
高
達
也
さ
ん
８

は
、
「
メ
ン
バ
ー
は
、
高
萩

高
校
の
Ｏ
Ｂ
や
学
生
、
先
生
、

日
本
加
工
製
紙
㈱
の
か
た
な

ど
、
音
楽
を
気
軽
に
楽
し
も

う
と
い
う
人
ば
か
り
で
、
平

均
年
齢
は
二
十
二
～
三
歳
、

女
性
も
半
分
以
上
い
ま
す
。

昨
年
の
八
月
ま
で
は
、
高

萩
高
校
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
で
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
口
こ
み

な
ど
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
、
卒
業
後
、
仕
事
を
持
っ

て
い
る
人
な
ど
が
、
ブ
ラ
ン

ク
を
乗
り
越
え
て
、
自
分
の



に
こ
に
こ
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
（
会
長
、
松

本
ち
よ
、
会
員
約
三
十
人
）
で
は
、
二
、
三
年

前
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
味
づ
く
り
」
と
し
て
、

〃
梅
ご
ぜ
ん
〃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
〃
梅
ご
ぜ
ん
〃
と
は
、
あ
ざ
や
か
な
竹

色
の
ま
ま
青
梅
を
漬
け
る
も
の
で
、
昨
年
は
〃
茨

城
ま
つ
り
〃
や
西
友
で
行
わ
れ
た
〃
ふ
る
さ
と
味

展
〃
な
ど
に
も
出
品
し
て
、
た
い
へ
ん
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
今
年
も
、
六
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
、
四
、
五
十
地
の
梅
を
漬
け
る
予
定
で

す
が
、
作
り
方
は
秘
密
と
い
う
こ
と
で
す
。

会
長
の
松
本
さ
ん
は
、
「
こ
の
〃
梅
ご
ぜ
ん
〃

は
竹
色
の
と
て
も
き
れ
い
な
、
し
か
も
上
品
な

色
な
の
で
名
付
け
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、

二
十
年
前
か
ら
え
び
ら
づ
く
り
や
健
康
の
勉
強

な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
梅
は
上
手
綱

の
地
元
で
と
れ
た
梅
を
使
っ
て
、
農
産
物
に
附

あざやかな竹伍の"梅ごぜん”

にこにこ生活改善グループ

(上手綱） へ

〆
変

加
価
値
を
つ
け
る
目
的
と
、
農
家
の
み
な
さ
ん

の
も
っ
て
い
る
技
術
を
引
き
出
す
と
い
う
二
つ

の
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
で
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
少
し
し
か
作

ら
な
い
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
よ
。
そ
う
い
う
も
の
を
引
き
出
す
一

つ
で
す
ね
哩
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

梅
は
、
健
康
食
品
と
し
て
、
そ
の
評
価
は
高
く

右
下
の
よ
う
な
効
用
も
あ
り
ま
す
。
〃
梅
ご
ぜ

ん
〃
を
見
た
人
は
「
ど
う
し
た
ら
こ
の
よ
う
な

色
が
で
る
の
で
す
か
？
」
と
必
ず
聞
く
そ
う
で

す
。
ニ
コ
ニ
コ
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

ん
は
、
今
か
ら
今
年
の
梅
づ
く
り
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
梅
ぽ
し
や

さ
二
は
ち

三
五
八
置
け
（
こ
う
じ
漬
け
の
一
種
）
の
も
と
づ
く

り
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

梅は健康食

ﾇｰ滋に隠されな秘密の力｡′
(”工溌騨により濯遁域盛んになります｡?肩

､ ;I､ i: 』
こり3疲れを防ぎます。

②唾液腺ホルモンの分泌を盛んにし，若さを

保ちます。

③酸味の刺激で，消化液の分泌をたかめ，食

# #欲を増進します｡蕊3㎡ ﾘ"＆ " Ⅳ ､J・ ﾕﾐ ■ ":￥
④空腹の時に食べると殺菌作用があり，小児

の消化不良，下痢などに効果があります。

ー~

ロボニヅてさお協､な汗を流し蚤せんがハ
体育協会・スポーツ少年団では，スポーツを愛する部(団)員を募集しています。

希望者は，下記の各部(団)の代表者へお問い合わせください。

体育協会・スポーツ少年団
団 体 名

野 球

軟 式 庭 球

柔 道

ス キ

ウエイトリフテングウエイト リフテング

代表者名

小田木真一

丹

佐々 満

山口 猛

藤枝靖士

代表者名

直井澄男

中野光明

電 話

22－2114

23 5769

話

2037

1341

名

ス
体
球
道
撲
上

団電

塊

昭

部
一
部
一
部
一
部

部

部

部

部
一
部

部部

テ
｜
卓
一
剣

相
一
陸

ー

長久保正次

八巻恒男

大内喜代司

４
５
１
６
１
８
４
４

２
２
２
２

23-0022

22 4322

審

空 手

（‘ し一

判

道

ボ－ル

一
部
一
部
一
部

３
５
０
９
１
１
２
３

２
２
２
２

22-4202

木村 岳

ン

進 山

（ 卜

鈴木朝夫部 １
５
９
８
８
６
３
２

２
２
２
２、

へ
一 ト ン 小堀文夫奥田英夫

古川 実

山

削

り

】

關
同６

６
１
２
５
７
３
１

２
３
２
２ グ

｜
卜
｜
’

し

（

サ

リ

ケ

部
一
部
一
部

立川伸平|菊地孝義23-0879
高根沢弘至 23 1525

ン

ツ

ス

ス
｜
ッ

グ ビ －

フ トボ一ル

ル フ

ラ

ソ

ゴ

部

部
一
部

跡

一

価

一

利

識

23-2111tj412

22－5329

藤枝靖士22 2103

佐々満22-4114

23 0202

。 23 1717

鍬
一
博
一
軒
一
霊

力 宮島紀雄 23 2332

柔､道スポーツ少年団

島名上・萩ケ丘野球スポーツ少年団

高浜（野球）スポーツ少年団

秋山中（野球）スポーツ少年団

有明野球スポーツ少年団｜大関一男
島名中央野球スポーツ少年団｜斉藤栄治

22-2885

根本

須田

尻

猛

22-5439

松原野球スポーツ少年団 斉藤勝行

安原敏一

23-1868

飯田邦昭

下山田義昭

原 勇

及川栄吉

若葉剣士会スポーツ少年団｜安原敏
相撲クラブスポーツ少年団 成田 守

５
８
３
５
８

４
０
６
５
９

１
９
４
９
６

２
３
０
５
２

２
２
３
３
３

２
２
２
２
２

22-2010

松岡剣士会スポーツ少年団

松岡野球スポーツ少年団

向洋台野球スポーツ少年団

高浜少年相撲クラブスポーツ少年団

２
２
８

５
３
５

３
３
３

１
２
２

３
３
３

２
２
２

秋山サッカースポーツ少年団 宮島紀雄
高 萩 相 撲 場｜海老沢喜義

斗
刈
』
１
当

ふ
か
‐
『
Ｔ
へ

↑
滕

三
佐
渡

良一

肇

皆身

武徳殿少年剣士隊スポーツ少年団

空手道部スポーツ少年団

小川藤夫

川村博幸

22 3443

ミニバスケツトスポーツ少年団

秋山剣道スポーツ少年団

高萩小22-3073 1空手道部スポーツ少年団｜川村博幸 23 1876
22 4731 1向洋少年･少女ｻｯｶｰｽポｰﾂ少年団|小野上晃 23-7073

q】



胃
集
団
検
診
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
冑
集
団
検
診
」
を
、

今
年
は
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

胃
が
ん
は
、
四
十
歳
か
ら
増
え
て
き
ま
す
。

こ
れ
と
い
っ
た
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
検
診
は

毎
年
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

希
望
の
か
た
は
、
六
月
二
十
二
日
側
か
ら
二

十
七
日
山
ま
で
に
、
電
話
あ
る
い
は
直
接
衛
生

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

盃
二
三
’
二
二
一
内
線
三
六
三
、
三
六
四

対
象
三
十
歳
以
上
の
市
民

料
金
五
○
○
円

検
診
日
程
及
び
会
場
下
表
の
通
り
で
す
。

お元気ですか保健婦です

あなたの歯ぐきは大丈夫？

歯ぐきの健康チエツクをしてみましよう

質 点数首

①朝起きたとき口の中がネバネバする。

②なんとなく歯ぐきがむずがゆい。

③朝歯をみがくときや， りんごをかじったとき

血がにじむ。

④歯ぐきがはれている。

⑤歯ぐきを指で押すとブヨブヨする。

⑥1 1臭が気になる。

⑦歯<"きが充血したり， うっ血(赤紫色になる｡）

している。

⑧冷めたい水や熱いお茶が歯ぐきにしみる。

⑨歯根が露出し歯がグラグラする。

占
い
占
い

ｊ
Ｊ

５
５

10点

占
い
占
恥
占
い

ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｏ
Ｏ
０

１
１
１7月 月

11(け
10(金） 日

21(火) 18( '告） 17(制 16(木） 14(火 13(月

l 〔0点午
一一

月I」

6:00

受
付
時
間

占
恥
占
恥

Ｊ
Ｊ

Ｏ
０

１
３

〃 〃 〃 〃 〃

7:30

一
） 高

萩
市
役
所

判定は……

あてはまるものの点数を合計します。

O～10点あなたの歯はまずまず健康です。さらによ

く歯をみがきましょう。

15～25点歯のみがき方を再点検しましょう。

30点以上すぐ歯科医に受診しましょう。

歯のみがき方の点検を……

きれいにみがいたつもりでも歯垢(食べかす)が残る
ことがあります。 ときどき 「歯垢染め出し剤」を塗って

みましょう。 「歯垢染め出し剤」は液状と錠剤とがあり

歯医者さんで求められます。塗ると歯垢のついている部

分が赤く染まってきます。力を入れないで歯ブラシの毛

先をつかってみがいてみましょう。

〈
云
伺
笏

／
』
・
０
『
Ｉ
〆

〃 〃 〃 〃 ク

301洞291水, 28M) 7月

23(木

月

日
31(金 27(月） 24(金

午
二と｡

月lj

6:00

7:30

午
二f…

月|」

7:00

受
付
時
間

午
一準~

月11

6:00〃 〃 〃 〃

7:308:30

秋
山
小
学
校

局
萩
市
役
所

会
場

〃〃 〃 〃

可
『
帥
子
４
１
吋
ｊ
四
■

六
月
二
十
一
日
日
午
前
十
時
、

午
後
一
時

子
ど
も
映
画
会

ド
ラ
え
も
ん

オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
猿

入
場
券
発
売
中

中
学
生
以
下
七
○
○
円
〈
当
日
九
○
○
円
）

高
校
生
一
、
○
○
○
円
（
当
日
一
、
二
○
○
円
）

大
人
一
、
二
○
○
円
（
当
日
一
、
五
○
○
円
）

昭
和
六
十
二
年
度
の
主
な
予
定

七
月
二
十
七
日
側
午
後
二
時

松
竹
大
歌
舞
伎

入
場
券
発
売
中

Ｓ
席
四
、
五
○
○
円

Ａ
席
四
、
○
○
○
円

糞
化
含
鬮
も
よ
お
し
も
⑳

（
》

ハ

7月27鍬鋪職高萩市立化会館
ロハ署調一冨準4竃500, A醐小QnDh

食毒企必+,アノザ h 口n坪4憤鼻制
ロブE〆ガイド西塞嘩酉■師J財"星､bｬ同牙』 .浬1-h 4 ．Fﾃ苫早田均！』母'二二1口J畠"ヱﾙｮF軍叫可Jﾆﾖ』｡

田
野
偶
串

入
場
料
Ｓ
席
三
、
五
○
○
円

Ａ
席
三
、
○
○
○
円

十
一
月
下
旬

山
本
陽
子
主
演
舞
台
劇

詳
細
未
定

※
時
間
等
若
干
変
更
の
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
・

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
念
二
三
’
七
四
一
二

九
月
七
日
側
午
後
六
時
半
～

劇
団
四
季
「
ジ
ー
ザ
ス
・

ク
ラ
イ
ス
ト
・
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
」
一

入
場
料
（
当
日
五
○
○
円
増
）

Ｓ
席
四
、
○
○
○
円

Ａ
席
席
三
、
八
○
○
円

十
月
二
十
五
日
日
午
後
六
時
～

新
宿
コ
マ
出
張
公
演

の
「
呑
ん
兵
工
と
若
さ
ま
」

幻
ｑ
Ｌ
１
Ｊ
．
Ｉ
ｂ
凸
部

11'l



と

話

龍
俗
鰍
ｊ
ゞ
・｛早

神
５

棚
民
馳
田士
心

高
一
二

「
し
ょ
う
ぶ
」
や
「
よ
も
ぎ
」
を
戸

口
に
さ
げ
、
毒
気
や
邪
気
を
は
ら
う
習

俗
は
「
荊
楚
歳
時
記
』
（
け
い
そ
さ
い
じ

き
）
に
す
で
に
み
え
る
の
で
、
古
代
中

国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
薬
草
を
せ
ん
じ
て
、
蛇
の
子
を
く

だ
し
た
と
い
う
話
は
毒
気
や
邪
気
を
は

ら
う
こ
と
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
蛇
と
交
わ
っ
て
で
き
た
子
を
薬
で

流
し
た
話
は
、
日
本
古
代
の
仏
教
説
話

り
ょ
う
い
き

集
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』
に
も
み
え

ご
連
絡
く
だ
さ
い

消
費
者
問
題

華鍾……

中沢みどりさん

島名2229

金22 5043

棚谷多美子さん

大和町4－9

a23 1888

ｌ消費者行政推進協力員みなさんの近所で、セールスマ

ン
の
訪
問
や
電
話
で
の
販
売
勧
誘
に
よ

が
ん
ぐ

っ
て
迷
惑
を
被
っ
た
、
玩
具
で
け
が
を

し
た
、
商
品
等
に
不
適
当
な
表
示
が
あ

っ
た
等
々
を
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

県
で
は
こ
の
よ
う
な
身
近
な
消
費
生
活

に
か
か
わ
る
問
題
を
、
行
政
施
策
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
茨
城
県
消
費
者
行
政
推
進

協
力
員
を
お
願
い
し
、
こ
の
か
た
が
た

を
通
し
て
、
市
や
県
の
消
費
者
行
政
窓

口
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
制
度
を
設
け

る

刺
内
国
馬
甘
里
（
う
ま
か
い
の
さ
と
）

し
写
真
は
邪
気
を
は
ら
う
と
い
う

菖
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）

ー‐

の
裕
福
な
家
の
一
人
娘
が
、
天
平
宝
字

三
年
（
七
五
九
）
夏
四
月
、
桑
の
木
に

登
っ
て
葉
を
つ
ん
で
い
る
と
、
大
蛇
が

登
っ
て
き
た
。
道
行
く
人
が
そ
れ
を
見

て
娘
に
教
え
た
。
娘
は
驚
い
て
木
か
ら

落
ち
る
と
、
蛇
も
一
緒
に
落
ち
、
娘
に

ま
き
つ
い
て
犯
し
た
。
父
母
は
そ
れ
を

み
て
医
師
を
招
い
た
。
医
師
は
き
び
の

わ
ら
三
束
を
焼
き
、
湯
と
混
ぜ
て
三
斗

い
の
し
し

の
汁
を
と
り
、
こ
れ
に
猪
の
毛
十
把
を

き
ざ
ん
で
粉
に
し
娘
の
女
陰
に
注
い
だ
。

す
る
と
白
く
固
ま
っ
た
蛇
の
子
の
体
に
、

猪
の
毛
が
さ
さ
っ
て
出
た
。
そ
れ
ま
で

気
を
失
っ
て
い
た
娘
が
眼
を
さ
ま
し
た

の
で
、
父
母
が
聞
く
と
「
今
ま
で
夢
を

見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
さ
め
て
も
と

に
も
ど
り
ま
し
た
四
と
答
え
た
。

こ
の
た
び
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
、
次
の
か
た
が
た
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

鈴
木
廣
次
上
君
田
五
三
七

金
二
八
’
○
一
○
三

の
ぶ
お

北
畠
暢
男
本
町
四
’
八
四

盆
二
二
’
二
八
五
一

て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
六
十
四
年

三
月
ま
で
、
本
市
で
は
上
記
の
か
た
が
た

に
協
力
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
〈
商
工
課
〉

人
権
擁
護
委
員
の
お
し
ら
せ

五
月
十
二
日
㈹
中
央
公
民
館
で
、

昭
和
六
十
二
年
度
の
第
一
回
市
政
モ
ニ

タ
ー
連
絡
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
明
る

く
住
み
よ
い
高
萩
市
を
築
く
た
め
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
何
を
考
え
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
を
知
る

た
め
の
制
度
で
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー

に
は
、
次
の
二
十
人
の
か
た
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

佐
藤
博
信
（
本
町
）
、
豊
田
宏
（
春
日

町
）
、
菊
地
廣
（
大
和
町
）
、
鈴
木
雄
一

（
東
本
町
）
、
宗
導
男
（
東
本
町
）
、
田
丸

守
（
高
浜
町
）
、
安
東
義
美
（
有
明
町
）
、

神
永
昇
（
有
明
町
）
、
黒
田
幸
江
（
高
萩
）
、

矢
代
す
ま
子
（
安
良
川
）
、
小
田
島
み
つ

子
（
島
名
）
、
金
沢
あ
や
子
（
石
滝
）
、
有

我
義
夫
（
秋
山
）
、
平
久
江
伸
雄
（
高
戸
）
、

第
一
回
市
政
モ
ニ
タ
ー

連
絡
会
議
開
か
れ
る

量
》
ゞ
緊
切

山
火
事
予
防
思
想
の
普
及
、
啓
も
う

を
図
る
た
め
、
高
萩
市
・
十
王
町
事
務

組
合
消
防
本
部
で
は
、
高
萩
営
林
署
高

萩
市
山
林
防
火
普
及
協
会
と
協
力
し
て

立
看
板
を
作
成
、
ハ
イ
カ
ー
等
の
入
山

者
、
森
林
所
有
者
、
林
内
で
の
作
業
者
、

小
中
学
生
の
か
た
が
た
に
山
火
事
防
止

の
協
力
を
得
る
た
め
、
市
内
山
間
地
域

の
二
か
所
に
立
看
板
を
掲
示
し
ま
し
た
。

●
守
ろ
う
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、

○
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
投
げ
捨

て
な
い
こ
と
。

○
枯
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
火

遊
び
を
し
な
い
こ
と
。

○
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る
こ
と
。

〈
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
〉

』

な
く
そ
う
山
火
事
な
く
す
な
緑
／
、

大
内
詩
子
（
下
手
綱
）
、
石
井
一
郎
（
上
手

綱
）
、
金
沢
初
夫
（
若
栗
）
、
玉
木
藤
雄

（
上
君
田
）
、
鈴
木
保
三
郎
（
横
川
）
、
三

代
妙
子
（
中
戸
川
）

唖I



ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
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明
治
二
十
年
十
月
、
日
本
に
上
水
道

が
誕
生
し
、
横
浜
村
（
現
在
の
横
浜
市
）

に
通
水
さ
れ
て
か
ら
、
近
代
水
道
も
今

年
で
百
年
に
な
り
ま
す
。

高
萩
市
で
は
、
花
貫
ダ
ム
完
成
と
同

時
に
水
源
を
確
保
し
、
昭
和
四
十
八
年

四
月
に
上
水
道
の
通
水
を
開
始
し
ま
し

た
。
水
は
、
空
気
と
と
も
に
動
植
物
の
生

命
を
維
持
す
る
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
昔
、
人
々
は
水
を

大
北
川
総
合
開
発
事
業
（
小
山
ダ
ム
）

に
よ
る
付
替
県
道
、
工
事
用
道
路
及
び

付
替
林
道
の
測
量
調
査
の
た
め
、
次
の

と
お
り
土
地
へ
の
立
ち
入
り
を
し
ま
す

の
で
、
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊

大
北
川
総
合
開
発
事
業

（
小
山
ダ
ム
）
の
た
め
の

測
量
調
査
立
ち
入
り
に

つ
い
て

新たな水源を

求め

二､ 里 ョ 冒冒

～第1次拡張事業～
L 二

求
め
川
の
ほ
と
り
に
集
落
を
つ
く
り
生

活
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

高
萩
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
も
、

市
民
の
生
活
環
境
を
良
好
に
維
持
し
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

当
市
の
上
水
道
事
業
も
、
花
貫
ダ
ム

の
表
流
水
を
確
保
し
、
日
量
九
、
○
○

○
㎡
、
計
画
給
水
人
口
三
○
、
○
○
○
人

と
定
め
給
水
を
開
始
し
て
か
ら
十
五
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
市
民
生
活
の
向
上
や
水
道
普

及
率
の
上
昇
、
宅
地
開
発
及
び
工
業
開

発
等
に
よ
り
水
需
要
が
伸
び
続
け
、
昭

和
六
十
一
年
度
の
一
日
最
大
給
水
量
は
、

八
、
八
○
○
㎡
に
ま
で
な
り
、
施
設
能
力

九
、
○
○
○
㎡
に
達
す
る
の
は
、
時
間
の

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
市
で
は
基
本
的
生
活

環
境
で
あ
る
上
水
道
の
整
備
を
図
る
た

め
大
北
川
に
新
た
な
水
源
を
求
め
、

市
民
生
活
用
水
の
安
定
的
な
給
水
、
未

調
査
期
間
昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十

日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
調
査
場
所
①
大
字
横
川
地
先
（
常
磐

興
産
横
川
発
電
所
～
ユ
ナ
ヵ
フ
ス
橋
間

の
大
北
川
、
左
・
右
岸
各
幅
一
・
○
ｍ

の
区
間
）

②
大
字
上
手
綱
字
仙
道
坂
～
北
茨
城

市
中
郷
町
大
字
松
井
～
大
字
横
川
字
向

平
地
先
（
市
道
二
七
三
号
線
及
び
北
茨

い
ば
ん
さ
く

城
市
道
中
郷
主
要
三
九
号
線
猪
番
作
周

辺
、
左
・
右
幅
五
○
○
ｍ
の
区
間
）

（
）

上水道給水の推移
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
、
ね
こ
の
引
き

取
り
が
定
時
定
点
（
定
め
ら
れ
た
日
時

の
引
き
取
り
）
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(各年度末）

人 口
(住民基本台1帳）

33,156人

34，589

35，088

給水区域内人口 給水人口

19,055人

23，181

24．163

計画給水人口区 分

昭和55年度

60

61

30,000人

37,200

37.200

31,486人

33，124

33．634

普及率1日最大給水量分、 ｜年間給水量 1日平均給水量

5,689㎡

6，670

7．157

図

5％

0

9

昭和55年度

60

61

2,077千㎡

2，435

2,612

6,503㎡

8，761

8，800

57

67

68

第
一
次
拡
張
事
業
の
概
要

計
画
目
標
年
次

昭
和
六
十
四
年
度
一
部
通
水

昭
和
七
十
二
年
度
完
了

給
水
区
域給
水
区
域
は
、
現
在
の
計
画
給

水
区
域
と
同
じ
で
す
が
、
現
在
、

未
給
水
地
域
の
上
手
綱
、
望
海
、

関
口
、
千
代
田
地
域
に
も
給
水
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

給
水
人
口昭
和
七
十
二
年
度
計
画
給
水
人

口
三
七
、
二
○
○
人
と
し
ま
す
。

給
水
量一日
平
均
給
水
量
一
四
、
七
○
○
㎡

一
日
最
大
給
水
量
一
九
、
一
○
○
㎡

一
人
当
た
り
一
日
平
均
給
水
量
三
九
五
Ｊ

一
人
当
た
り
一
日
最
大
給
水
量
五
一
三
２

給
水
地
区
の
解
消
等
を
目
ざ
し
た
第

次
拡
張
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
引
き
取
り
日
時
六
月
か
ら
毎
週
木

曜
日
午
後
一
時
か
ら
一
時
十
分
（
時

間
厳
守
の
こ
と
、
祝
祭
日
を
除
く
。
）

○
場
所
市
役
所
敷
地
内
郵
便
ポ
ス
ト

前
（
門
入
り
左
）

○
引
き
取
り
内
容
飼
え
な
く
な
っ
た

犬
、
ね
こ
等

○
問
い
合
わ
せ
先
笠
間
市
日
沢
四
七

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

念
○
二
九
六
七
’
二
’
一
二
○
○

〈
衛
生
課
〉

（
）

〆

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
内
の
公
共
下

水
道
事
業
建
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

下
水
道
工
事
中
は
、
通
行
の
制
限
を

し
た
り
、
騒
音
な
ど
地
域
の
み
な
さ
ん

に
は
大
変
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
ご
迷
惑
の

か
か
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
工
事
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
中
は
部
分
的
に
全
面
通

行
禁
止
と
な
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

高
浜
町
ｍ

｜
の
一
部
柚

大
和
町

安
良
川

春
日
町

※
詳
し
く
は
、
日
立
・
高
萩
？
十
王
広

域
下
水
道
組
合
工
事
課
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
念
三
二
’
五
五
九
五

昭
和
六
十
二
年
度

高
萩
地
区
下
水
道
工
事
予
定
箇
所

下水道工事に

力を

Ｉ
一
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の
“
〃
“
傘
受
診

鯵
銘
劣
潔

現
況
届
は
、
毎
年

の↓
リ
一
回
（
六
月
一
日
現

ｌ

在
の
現
況
）
す
べ
て

鵬
駝
が
唾
崎
轄
莉
督
が
出

特
況
こ
の
届
け
を
提
出

／
・
当
現
し
な
い
と
、
六
月
以

に
手

降
の
児
童
手
当
等
が

誰
腱
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

六
月
の
中
旬
ご
ろ
に

現
況
届
の
用
紙
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

（
用
紙
が
届
か
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
）
忘
れ
ず
に
、
六

月
三
十
日
㈹
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

り
な
が
ら
、
請
求
手
続
き
を
忘
れ
て
い

る
人
は
、
至
急
認
定
請
求
を
し
て
く
だ

異
」
い
○

咳
乾
珍

蕊
を 診
"

暉鱸鯉1
※
こ
ん
な
人
は
注
意
を
ノ
．

○
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
現
在
、
高

萩
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
か
っ

た
人
は
、
前
住
所
地
市
町
村
長
の
児

童
手
当
用
の
所
得
証
明
言
が
必
要
で

す
。

○
特
例
給
付
を
受
け
て
い
る
人
（
厚
生

年
金
加
入
者
）
は
、
勤
務
先
か
ら
の

年
金
加
入
証
明
言
が
必
要
で
す
。

○
第
三
子
目
養
育
に
よ
り
手
当
を
支
給

さ
れ
て
い
る
人
で
、
昭
和
六
十
二
年

四
月
一
日
で
、
満
九
歳
に
到
達
し
た

児
童
を
養
育
し
て
い
る
受
給
者
は
、

法
の
改
正
に
よ
り
、
四
月
一
日
か
ら

手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
届
け
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

壷
二
三
’
一
二
二
内
線
二
三
三

国民年金強制加入者で，収入が極めて少ない，

病人をかかえている等，保険料を納めたくても納

められない事情があるかたのために免除の制度が

あります。

免除が認められれば， その期間は未納期間と異

なり，年金を受けるための資格期間になります。

免除を希望するかたは，印鑑納付書持参のう

え，年金係窓口までお出かけください。

※高額生命保険加入者， 自動車その他ローン返済

等の理由では免除が認められませんので， ご注意

ください。

ー

児
童
扶
養
手
当
と
は

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
監
護
、
ま

た
は
、
養
育
し
て
い
る
か
た
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

○
手
当
を
受
け
る
資
格
は

支
給
対
象
児
童
を
監
護
（
養
育
）
し

て
い
る
母
、
母
以
外
の
祖
父
母
、
伯
叔

父
母
、
兄
姉
そ
の
他
の
か
た
で
す
。

（
公
的
年
金
受
給
者
は
除
く
。
）

○
手
当
の
額
は
（
所
得
制
限
あ
り
）

対
象
児
童
の
数
に
応
じ
て
支
給
さ
れ

児
童
扶
養
手
当
（
母
子
家
庭
）
、

特
別
児
童
扶
養
手
当

ご
存
じ
で
す
か
？

<サラリーマンの奥さんへ＞

厚生年金保険や共済組合に加入している奥さん

(サラリーマンの奥さん)は，国民年金の第3号被

保険者となります。

第3号被保険者となった奥さんは，保険料の負

担はありません。これは， ご主人が加入する年金

制度（厚生年金保険， または共済組合）が，奥さ

んの保険料を一括して負担する仕組みになってい

るからです。第3号被保険者に該当する奥さんは，

保険料を納めないかわりに，保険年金課に必ず届

出をしなければなりません。

現在，高萩市では3,788人の奥さんから第3号

被保険者になる届出を受理しましたが， まだ提出

されていない奥さんが，若干見受けられます。

この届出をされませんと，納めなくてもすむ保

険料を納めたり，未加入者となって将来年金が受

けられなくなったりしてしまいます。

第3号被保険者となる奥さんは，必ず届出をし

ましょう。

なお，不明な点は保険年金課へお問い合わせく

ださい｡S23-2111 内線232

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

身
体
、
ま
た
は
、
精
神
に
障
害
の
あ

る
児
童
の
生
活
に
役
立
て
る
た
め
、
そ

の
児
童
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
か
た

に
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
と
は

二
十
歳
未
満
で
次
に
該
当
す
る
か
た

，
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
二
級
）

ィ
、
身
体
障
害
の
程
度
が
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
一
級
、
ま

た
は
二
級
程
度
の
か
た
（
内
科
的

疾
患
を
含
む
。
）

ロ
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
「
④
」
、
「
Ａ
」

酋
巨
、
一
・
母
山
、

斗
・
す
力

⑳
一
人
の
と
き
月
額
三
三
、
七
○
○
円

一
部
支
給
停
止
の
場
合
三
二
、
五
（
）
○
円
）

な
ど
と
な
り
鯵
ま
す
。

一
》

程
度
の
精
神
薄
弱
（
重
複
障
害
を

含
む
。
）
、
ま
た
は
、
同
程
度
の
精

神
障
害
の
あ
る
か
た
・

●
中
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
（
二
級
）

ィ
、
身
体
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害

者
手
帳
の
お
お
む
ね
三
級
程
度
の

か
た
（
内
科
的
疾
忠
を
含
む
。
）

ロ
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
「
Ｂ
」
程

度
の
精
神
薄
弱
（
重
複
障
害
を
含

む
。
）
、
ま
た
は
、
同
程
度
の
精
神

障
害
が
あ
る
か
た
・

○
手
当
の
額
は
（
所
得
制
限
あ
り
）

●
一
級
の
場
合
一
人
月
額
四
○
、
八
○
○
円

●
二
級
の
場
合
一
人
月
額
二
七
、
二
○
○
円

※
手
帳
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

上
記
程
度
の
障
害
が
あ
れ
ば
該
当
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

念
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
三

13



錘望一”……豊議｡零-一
鐸

弓日曜当番医

駒
形
神
社 時間は， いずれも午前9時から午後4時までです。

○
高
萩
市
舞
踊
交
流
会

（
流
派
合
同
結
成
記
念
と
し
て
）

二
万
円
社
会
福
祉
へ

○
坂
本
正
義
さ
ん
大
和
町

特
殊
ベ
ッ
ド
一
台

○
佐
藤
肇
さ
ん
有
明
町

千
五
百
円
社
会
福
祉
へ

○
こ
ま
ど
り
日
舞
愛
好
会

高
萩
美
術
協
会
二

善
意
あ
り
が
と
う

藤
井
君
子

源義家が北征の帰途， 白毛の愛馬2頭を奉納された

のが起因(1062年)で，由緒ある神社。明治，大正そし
かざ〕 さんけい

て昭和の初期と近郷近在より飾馬を連れての参詣者で
(こき’

賑わった。馬市の衰退とともに，影が薄くなり，広い
しの

境内が，往時を偲ばせる。

（
》

三
万
七
千
二
百
円
社
会
福
祉
へ
対
象
者
子
ど
も
会
指
導
者
、
教
育
関

○
矢
部
武
さ
ん
秋
山
係
者
、
そ
の
他
高
校
生
以
上

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部
の
希
望
者

○
堀
田
七
之
助
さ
ん
島
名
講
師
県
視
聴
覚
指
導
員

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部
田
中
鑛
一
郎
先
生

受
講
料
八
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、
昼

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
食
代
、
写
真
代
）

旧
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会
※
お
申
し
込
み
は
、
受
講
料
を
添
え
て

図
書
館
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ま
で

教
育
委
員
会
で
は
、
十
六
ミ
リ
映
写
ど
う
ぞ
金
二
三
’
七
一
七
四

機
操
作
認
定
証
取
得
講
習
会
を
次
の
と
点
訳
講
座
に

お
り
開
催
し
ま
す
。

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

と
き
六
月
二
十
七
日
出
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
た
か
は
ぎ
点
訳
友
の
会
は
、
目
の
不

と
こ
ろ
図
書
館
会
議
室
（
二
階
）
自
由
な
か
た
の
生
活
に
、
豊
か
さ
と
潤

可
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

一
移
動
児
菫
相
談
室
を
開
設
※
ま
た
、
毎
週
火
曜
日
午
後
一
時
か
ら
一

三
時
ま
で
、
同
所
で
家
庭
児
童
相
談
室
一

一
県
の
児
童
相
談
所
で
は
、
次
の
日
程
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
一

一
で
「
移
動
児
童
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
祉
事
務
所
へ

一
す
。
壷
二
三
’
二
一
二
内
線
三
五
二
一

一
児
童
問
題
全
般
に
わ
た
り
、
専
門
の

一
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の

高
萩
保
健
所
の

一
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
健
康
相
談

一
と
き
昭
和
六
十
二
年
六
月
三
十
日

㈹
、
八
月
四
日
㈹
、
十
月
六
昭
和
六
十
二
年
度
の
高
萩
保
健
所
一
一

日
㈹
、
十
二
月
一
日
ｗ
、
昭
般
健
康
相
談
（
健
康
診
断
）
は
、
次
の
一

和
六
十
三
年
二
月
二
日
㈹
と
お
り
行
い
ま
す
。

午
前
十
時
～
午
後
三
時
相
談
日
毎
週
月
曜
日

一
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
受
付
時
間
午
後
二
時
～
三
時

一
相
談
員
心
理
判
定
員
、
精
神
科
医
（
午
相
談
場
所
高
萩
保
健
所

後
の
み
）
、
児
童
福
祉
司
、
家
肥
前
町
一
’
二
○

庭
児
童
相
談
員
、
児
童
担
当
垂
一
二
’
二
六
二
八
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

（
》

い
を
補
う
た
め
、
そ
の
一
部
を
お
手
伝

い
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
た
と
え

ば
、
列
車
時
刻
表
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
料

理
ブ
ッ
ク
、
市
報
な
ど
、
暮
ら
し
に
密

着
し
た
も
の
を
点
訳
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
す
る
仲
間
を

求
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
七
月
か
ら
左

記
の
と
お
り
点
訳
講
座
に
よ
る
学
習
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

ど
う
ぞ
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
七
月
四
日
出
開
講
式
、
毎
月

第
一
、
第
三
土
曜
日
の
午
後

一
時
半
～
三
時

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
三
十
人

講
師
点
訳
友
の
会
会
員

申
し
込
み
期
日
六
月
二
十
七
日
出
ま

で
に
、
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

念
二
三
’
二
二
一
内
線
三
五
四

～人口と世帯～6月の納税

前月此

34,643(＋74）

17,055(＋38）

17,588(＋36）

10,397(+41)

市県民税（1期） 人口

男

女

世帯

国民年金（1期）

納期限6月30日
(昭和62年5月1日現在）

Ⅱ4－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－

7月5日

7月12日

7月19日

7月26日

内田病院

高萩協同病院

十王医院

石病院

滝川医院

大和町

安良川

十王町

東本町

春日町

22 2137

23－1122

23-3100


